
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

 令和 6 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 湖明館通りと仲間たちで【学ぶ・食べる・お買い物】活性化事業 

事業主体 

（連絡先） 

湖明館通り こめ女会 

 

事業区分 その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   1,701,660     円（うち支援金： 1,361,000      円） 

動写真） 

① 駅周辺の商店街の活性化 

② 空き店舗の発信・活用・招致 

③ 学生とのコラボレーション 

④ HP の仲間の拡充 

※自己評価【A】 

【理由】 

① 匠の技講座を通し普段利用したことの

ないお客様に足を運んでいただけた。 

LINE 登録数 63 人、メルマガ登録数 159

人、インスタフォロワー433 人と SNS を

通して発信をすることができるように

なった。 

② 商店街を学生と協力して秋まつりを成

功させた。 

③ 新規店舗が 3 店舗加わることができた。 

【秋まつり・一日限りのそば店の

企画運営をした諏訪実業生】 

  【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎に記載する

こと。 

①匠の技講座によりプロの仕事を知っていただけた。セルフケア講座や料

理の講座が人気で平日週末２回の実施共に満席。そば打ち、クラフト系は

夏休みで子供の参加も多かった。昨年 237 名、今年の目標３００名を大き

く上回り３６５名の参加となった。スタンプラリーの応募についても昨年

の反省を踏まえ、５ポイントから参加できるようにしたことで 62 名と 3.9

倍となった。街歩きイベントを実施し、諏訪の歴史や資源を知る機会とな

った。 

②季節ごと、蔦稲荷神社を中心に実業生に飾っていただいたが同時に七夕

の笹、クリスマスなど、各店舗も彩ることができた。秋まつりの実施は大

成功となり、用意した物販は早くに完売、ダンス、おやじバンド、子供ひ

ろば、実業生ブース（物販そば打ち）などでにぎわった。 

③新規店舗が 3 店舗加わって仲間が増えた。 

① 匠の技講座では、商店街の店舗を利用し、20 の講座を開催。商店街

に人々が足を運んでいただくために、買い物、店舗の利用も含めたス

タンプラリーイベントを実施した。大昔調査会とのコラボによる街歩

きの開催。 

② 高校生とのコラボレーション 

昨年に引き続き諏訪実業高校の学生に季節の飾りつけ商店街を彩って

もらった他、9 月 8 日に秋祭りを実施、地元企業とのコラボの諏訪の

特産を取り入れたお菓子総菜の販売、そば打ち、子供ひろばの運営な

ど、企画から SNS 宣伝、当日の実践までお手伝いいただいた。 

③ ホームページの拡充 

新規店舗を開拓をし、ホームページの仲間を増やす。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

〇引き続き匠の技講座に、興味を持っていただける内容を増やす、また樋口健二写真展実行委員会との連携による諏訪湖の写

真展をスタンプラリーに加え、下諏訪町の横町木下街づくり協議会との連携により、江戸時代へタイムスリップする本陣岩波

家を中心に街歩きの実施を含める。 

〇また諏訪実業生とは引き続き、秋まつりの実施、活性化を考え協力していく。 


